
（１）

（２）

（３）

（４）
（５）

（６）

（７）

（８）

１．重点地区及び復興まちづくりについて
①重点地区

町丁・集落単位で同じような被害状況や課題を抱える行政区をひとまと
まりの地区とし、復興まちづくりに向けた「重点地区」とします。
「重点地区」の復興に向けては、被害状況や課題の大きさから、個人で

はなく、地区として問題解決に取り組む必要があります。
問題解決を図るに際し、被害状況や課題から、 「重点地区」を以下３つ

の視点で整理しました。

②復興まちづくりに向けて
「人吉市復興計画」の実現を図るために、重点地区毎の「復興まちづくり

計画」が必要です。
「復興まちづくり計画」は、住民自ら話し合い合意を重ね、作りあげるもの

です。
市は、世代・年齢・男女・仕事も異なる多様な住民の声をお聞きし、地区

に相応しい「復興まちづくり計画」の策定を支援します。
なお、重点地区には該当しませんが、自然災害からの安全・安心を高め

るための「防災まちづくり」は校区または町丁・集落単位の「共助」の取り組
みとして必要ですので、関連部課で支援を行っていきます。

２．重点地区設定の考え方

重点地区名 該当行政区 校区

（１）大柿地区 中神町字大柿、小柿 中原校区

（２）中神地区 中神町字馬場、段、城本、瓜生田 中原校区

（３）温泉下林地区 下林町、温泉町、中林町 中原校区

（４）薩摩瀬地区 宝来町、相良町、上薩摩瀬町、下薩摩瀬町、下城本町 西瀬校区

（５）青井地区 駒井田町、上青井町、中青井町、下青井町、城本町 西校区

（６）左岸地区 西間下町、矢黒町、下戸越町
東間、西瀬、
中原校区

（７）麓町・老神地区 老神町、麓町、新町、田町 東校区

（８）中心市街地
七日町、五日町、九日町、二日町、鍛冶屋町、紺屋町、
上新町、下新町、鶴田町、大工町、北泉田町、南泉田町

東校区、西
校区

視点１：住宅被害が甚大で、現在地での住宅再建または移転の方向付け
が必要な地区

被害状況
や課題

・浸水被害が３ｍ以上と甚大で、全壊または大規模半壊
等の住宅が連なっている地区。
・仮設住宅入居者が多く、現地でも在宅避難している方
が多い地区。

復興まちづくり
の方向性

・宅地の安全性について理解を深め、現地再建または移
転の検討を具体化します。

視点２：避難のありかたを見直すことが必要な地区

被害状況
や課題

・浸水被害を受けたが、現地での再建を基本とし、より安
全な避難が必要な地区。
・住宅は現地再建、修繕を考えている方が多いが、次の
水害が心配な方が多い地区。

復興まちづくり
の方向性

・共助の避難の仕組みや、新たな避難場所、避難ルート
の検討を行います。

視点３：国・県の流域治水対策が示され、市の相談・支援が必要な地区

被害状況
や課題

・遊水地や堤防強化などにより、集落への影響が大きく、
集落をあげて話し合いが必要な地区。
・被害が大きく、自力での再建は難しいという方が多い
地区。

復興まちづくりの
方向性

・なりわい再建、住まいの再建についても地区で話し合
うことを市が支援します。

重点地区の考え方 資料２

３．重点地区
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地区別懇談会の進め方
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●復興計画等の概要説明

●校区別座談会のアウトプット共有

●今後の進め方共有

第１回

４月中旬（4/15,17,18)

●次回日程、次回までの宿題

●連絡体制、役

時期

地区別懇談会 各回のテーマ（案） ※地区に応じて時期や内容を調整

回

説明内容

話し合い

のテーマ

各回の到達点

●コアメンバーと新メンバーの顔

合わせ （行政区毎／地区毎）

【１人一言、想い・悩みを語ってい

ただく】

●次回日程、次回までの宿題確認

●連絡体制構築、役決め

●課題図

●土地利用、避難の考え方

●取組メニュー・事例

第２回

４月下旬～５月上旬

●地区の課題

●取組の方向性

●地区の課題の共有

●取組の方向性について（住まい

の再建、避難方法ほか）

●まちあるき等

●住まいの再建方法（案1）

（複数パターン提示）

●避難方法（案１）

第３回

５月中旬

●地区の将来像

●住まいの再建方法への意見

★避難方法（見直し結果）

●地区の将来像について

●住まいの再建方法について

●避難方法について

●住まいの再建方法（案２）

●避難方法（案２）

第４回

６月中旬

●住まいの再建方法への意見

●住まいの再建方法について

●住まいの再建方法（案３）

第５回

７月中旬

●住まいの再建方法への意見

●コミュニティの再生への意見

時期

回

●住まいの再建方法について

●コミュニティの再生について

●復興まちづくり計画（案１）

第６回

８月下旬

●復興まちづくり計画についての

意見

●今後の地域づくり、防災まちづく

りについての意見

●復興まちづくり計画について

（取組内容など）

●今後の地域づくり、防災まちづく

りについて

●復興まちづくり計画（案２）

第７回

９月中旬

★復興まちづくり計画

●復興まちづくり計画について

（取組スケジュール、取組主体等）

●各地区復興まちづくり計画

●今後の復興まちづくりの取組の

進め方

第８回（予備or全体共有）

10月中旬

●復興まちづくりの取組の第１歩

（住民主体の初動プロジェクト）

●今後の復興まちづくりの取組の

進め方

（まちづくり協議会、組織化など）

かわら版第２号(4月） かわら版第３号（５月） かわら版第４号（６月） かわら版第５号（7月）

かわら版第６号（8月） かわら版第７号（９月）

かわら版（臨時号）（６月）

かわら版第８号（10月） かわら版第９号（11月）
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説明内容

話し合い

のテーマ

各回の到達点



復興まちづくりと流域治水の連携

熊本県
地域住民・
事業者・

関係団体など
人吉市 国

コンサルタント

• 流域治水対策プロジェクト
に基づく取り組み
（主に本川の治水対策）

• 令和２年７月豪雨から
の復旧・復興プランに
基づく取り組み

• 市の取り組みの支援

• 復興計画に基づく取り組み
• 復興まちづくり計画の検討
支援

• 各地区の復興まちづくりの検討
（住まいの再建等に係る意志）

• 流域治水対策プロジェクト
に基づく取り組み
（主にまちづくり）

・国・県の取り組みとの調整

• 流域治水対策プロジェクト
に基づく取り組み
（主に支川の治水対策）

• 復興まちづくり計画の
検討支援など

• 市の取り組みの支援

• 流域治水対策プロジェクト
への意見・協力など
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地区別懇談会

地区別懇談会における各主体の役割



地区懇談会、復興まちづくり計画検討の様子

地区懇談会を通じて作成した復興まちづくり方針

【参考資料】 地区別懇談会の参加メンバー （熊本県西原村の例）

全員参加型

地区懇談会

地区の全世帯が参加

各世帯 各世帯

役員会

代表型

班・組ごとに１名程度、
集落再生委員を選出

各世帯 各世帯

復興まちづくり計画策定とその後の展開
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【参考資料】 地区別懇談会の参加メンバー（福岡市玄界島の例）

青壮年部

青年団

消防団

女性部
PTA

サラリーマン

婦人防火クラブ

復興協議委員

復興委員会

各団体から参加

各種団体参加型

代表型

※出典：福岡市「玄界島震災復興記録誌」
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